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運
輸
部
で
は
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
、
地
域
が
旅
行
会
社
な

ど
民
間
事
業
者
等
と
連
携
し
、
地
域
の
特
色

あ
る
資
源
の
発
掘
、
旅
行
商
品
の
造
成
及
び

情
報
発
信
を
行
う
「
官
民
協
働
に
よ
る
魅
力

あ
る
観
光
地
の
再
建
強
化
事
業
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

全
国
で
は
６
１
３
件
の
応
募
の
中
か
ら
、

78
件
が
採
択
さ
れ
、
沖
縄
県
か
ら
は
、
①
都

会
の
子
ど
も
及
び
そ
の
保
護
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、
石
垣
島
の
自
然
や
伝
統
文
化
の
体
験

及
び
民
泊
に
よ
り
島
の
人
々
の
生
活
を
体
験

し
、家
族
の
絆
の
大
切
さ
や
家
族
で
支
え
合
っ

て
生
き
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
学
ぶ
「
石

垣
島
子
育
て
道
場
」、
②
野
球
愛
好
家
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
に
よ
る
指
導

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
草
野
球
チ
ー
ム
同
士
の

試
合
を
通
じ
た
交
流
な
ど
、
プ
ロ
野
球
キ
ャ

ン
プ
の
疑
似
体
験
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

「
草
野
球
キ
ャ
ン
プ
in
宮
古
島
」、
③
大
宜
味

村
の
特
産
品
の
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
収
穫
や

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
木
を
使
っ
た
箸
づ
く
り

体
験
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
人
々
と
の
ふ

れ
あ
い
を
体
感
で
き
る
「
お
お
ぎ
み
ま
る
ご

と
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
体
験
（
黄
金
の
果
実
を

「
官
民
協
働
に
よ
る
魅
力
あ
る

観
光
地
の
再
建
強
化
事
業
」に
つ
い
て

味
わ
お
う
）」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
域
に
は
観
光
資
源
を
活
用
し
た
魅
力

あ
る
旅
行
商
品
の
造
成
に
精
通
し
た
「
目
利

き
」
を
派
遣
し
、市
場
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
踏
ま
え
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
企
画
・
催
行
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
地
域
も
、
参
加
者
の
満
足
度
が

高
か
っ
た
反
面
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
更
な

る
充
実
や
、
地
域
の
受
入
体
制
の
強
化
な
ど
、

取
組
を
継
続
し
て
い
く
上
で
の
課
題
も
あ
り
、

こ
れ
を
踏
ま
え
、
今
後
各
地
域
が
取
組
の
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
２
月
１
日
（
土
）
か
ら
２
日
（
日
）

に
か
け
て
、
全
国
の
78
地
域
が
一
堂
に
会
し
、

「
タ
ビ
カ
レ
（
※
）
学
園
祭
」
が
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
、
旅
行
会
社
等
の
関
係

者
の
ほ
か
多
く
の
一
般
参
加
者
に
対
し
、
取

組
の
紹
介
や
地
域
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

運
輸
部
で
は
、
平
成
25
年
度
補
正
予
算
に

よ
り
「
観
光
地
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
総
合
支
援

事
業
」
を
実
施
し
、
引
き
続
き
、
観
光
地
域

づ
く
り
の
主
体
と
な
る
団
体
等
の
自
立
的
な

運
営
や
地
域
の
担
い
手
の
育
成
な
ど
を
支
援

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
「
タ
ビ
カ
レ
」
と
は
、
国
内
観
光
の
魅
力

を
遊
ん
で
学
ぶ
場
と
し
て
観
光
庁
が
設
置

し
た
架
空
の
教
育
機
関
「
日
本
タ
ビ
カ

レ
ッ
ジ
」
の
こ
と
。

石垣島子育て道場

草野球キャンプ in 宮古島

おおぎみまるごとシークヮーサー体験（黄金の果実を味わおう）
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